
内線 2865
会計

平成２５年度予算見積調書 課室名
担当名

　広聴広報課

説明事業目

　企画調整担当

Ｂ２
自転車見本市開催事業費

事業名

一般会
計

項番号

うち一財

35,000

35,000

35,000

一般財源

050103 魅力ある観光の推進

なし事 業
期 間

平成25年度～
平成28年度

５　事業説明
（１）事業内容
　　　自転車見本市の開催　35,000千円（総事業費70,000千円）
　　　・開催時期　平成26年2月の2日間（土・日）
　　　・開催場所　さいたまスーパーアリーナ（コミュニティアリーナ）
　　　・開催内容　自転車見本市、試乗会、物品販売、交通安全ＰＲ、ポタガール埼玉イベント、埼玉応援団イベント
　　　　　　　　　※来場対象者を一般県民や自転車利用者とするＢtoＣ形式の見本市とする。

（２）事業計画
　　　ア　自転車関連企業によるブース出展
　　　　　・広く自転車関連商品を展示・販売
　　　　　・自転車の購入意欲が最も高まる春先に開催
　　　　　・試乗コーナーの設置
　　　イ　自転車中心のライフスタイル提案
　　　　　・県、市町村による自転車関連事業のPR
　　　　　・交通安全のPR
　　　　　・初心者や親子連れが楽しめるイベントの実施
　　　　　　＜スケジュール＞
　　　　　　　・自転車見本市開催実行委員会の発足（4月）
　　　　　　　・出展者募集開始（8月）
　　　　　　　・見本市開催（2月）

（３）事業効果
　　　・来場者数　　　3万人
　　　・出店事業者数　150者
　　　　本県経済の活性化、自転車中心のライフスタイルの定着が図られる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　出展や協賛といった形で民間企業、市町村と連携して見本市を開催する。

根 拠
法 令

過去の予算額

分野施策

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×1人＝9,500千円

３　地方財政措置の状況
なし

２　事業主体及び負担区分
(県10/10)

１　事業の概要
　自転車見本市を開催する。見本市は「じてんしゃ王国
埼玉」の魅力と県自転車施策を全国にＰＲするととも
に、自転車関連産業の活性化を図り、自転車を中心とし
たライフスタイルへの誘導を行うことを目的に開催す
る。

（１）自転車見本市開催事業費　35,000千円

要求額・審査額

決

0前

要

単位：千円

前年との対比

（一般財源）

戦略項目

35,000

35,000

－県民生活部・Ｂ２－

広聴広報費 広報活動費県民費総務費

款

35,000

現計予算額

【審査の考え方】 

 「自転車王国埼玉」の魅力を全国にＰＲするとともに、自転車関連産業

の活性化を図るため、自転車見本市の開催に係る県支出の必要性を認め、

要求額を措置した。 



　国際課
担当名 　グローバル人材育成担当

単位：千円
内線 2712

会計 款 項 目

平成２５年度予算見積調書 課室名

説明事業

Ｂ３
グローバル人材育成センター埼玉（仮称）事業費 一般会

計
総務費 県民費 国際交流費 国際交流事業費

番号 事業名

事 業
期 間

平成25年度～
平成28年度

根 拠
法 令

なし 戦略項目 06 　　時代に応え未来を拓く人材育成

分野施策 050302 多文化共生と国際交流・協力の推進

１　事業の概要
　経済のグローバル化に伴い、県産業界では、海外で活
躍できるグローバル人材が強く求められている。同人材
の育成を実践的に進めるため、海外留学を経験した若者
に加え、県内の外国人留学生の活躍をサポートするセン
ターを設置・運営する。

（１）海外留学の促進                   9,585千円
（２）就職支援                         8,903千円
（３）留学生ネットワークの構築　　　　　 692千円
（４）センターの設立経費               5,624千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　海外留学の促進（継続）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　9,585千円
　　　(ｱ)埼玉発世界行き奨学金支給事業事務（通年）、埼玉発世界行き奨学生壮行会・帰国報告会の実施（8月）
　　　(ｲ)海外留学フェアの実施（12月）
　　イ　就職支援（新規）　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8,903千円
　　　就職相談（7月～）、留学生セミナー(8月）、留学生・企業との交流会（9月）、職業紹介開始（10月～）、
　　　企業説明会（12月）
　　ウ　留学生ネットワークの構築（一部新規）　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　692千円
　　エ　センターの設立経費（新規）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  5,624千円
　　　　留学前から留学後までをトータルに支援を行うセンターの設立経費
　
（２）事業計画
　　ア　平成25年度
　　　　センターを運営する協議会の設立（大学・行政・産業界）：4月、センターのオープン予定：7月
　　イ　平成26年度～
　　　　センターによるインターンシップの実施（H25年度は、県で実施）

（３）事業効果
　　　県内大学外国人留学生の日本での就職者数　平成23年度：250人→平成29年度　450人
　　　埼玉発世界行き奨学生（協定・認定留学コース）の就職希望者内定率　平成26年度：100%

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　大学、行政、産業界との連携による「グローバル人材育成センター埼玉運営協議会（仮称）」を設置し運営。

（５）その他
　　・他県の状況：外国人留学生に特化したセンターはあるが（福岡県、広島県）、日本人学生と外国人留学生を
　　　併せて対象にするのは本県が初の予定

２　事業主体及び負担区分
（県10/10）

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×1人＝9,500千円

要求額・審査額 繰入金 前年との対比 過去の予算額 現計予算額

（一般財源）

決 24,804 24,804 24,804

うち一財

要 24,804 24,804 24,804

－県民生活部・Ｂ３－

前 0

【審査の考え方】 

 海外で活躍できるグローバル人材を育成するため、海外留学を経験した

若者と外国人留学生への一体的支援及び「グローバル人材育成センター

（仮称）」設置の必要性を認め、要求額を措置した。 



　広聴広報課
担当名 　企画調整担当

単位：千円
内線 2848

会計 款 項 目

平成２５年度予算見積調書 課室名

説明事業

Ｂ１４
平和資料館管理運営費 一般会

計
総務費 県民費 県民活動推進費 平和資料館費

番号 事業名

事 業
期 間

平成4年度～ 根 拠
法 令

埼玉県平和資料館条例 戦略項目

分野施策

１　事業の概要
　平和資料館の利用者のサービス向上とコスト縮減を図
るため、指定管理者制度を導入する。また、開館20周年
を迎えるにあたり、リニューアル工事を行うとともに、
20周年記念関連事業を実施する。

（１）管理運営委託費　　　　　　　　　　37,706千円
（２）リニューアル工事費　　　　　　    58,850千円
（３）資料収集・展示、普及啓発、管理費　 1,704千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　　平和資料館の利用者のサービス向上とコスト縮減を図るため、指定管理者制度を導入する。また、開館20周年を
　　迎えるにあたり、リニューアル工事を行うとともに、20周年記念関連事業を実施する。
　　ア　管理運営委託費　　　　　　　　　　　37,706千円
　　イ　リニューアル工事費　　　　　　　    58,850千円
　　ウ　資料収集・展示、普及啓発、管理費　　 1,704千円
　

（２）事業計画
　　ア　指定管理者制度の導入　平成25年4月1日
　　イ　リニューアル工事　　　平成25年4月～平成25年9月(工事期間中は閉館)
　　　 (主な工事内容)
　　  (ｱ)エントランスに来館者へのメッセージを発信する大型グラフィックを配置し、日本の国際貢献を広く知らせ
        る場とする。
　　  (ｲ)常設展示室への入口であるタイムトンネルを過去に遡り、現在の平和の原点回帰を連想させる空間とする。
      (ｳ)エピローグ空間とテラスを一体の空間として活用し、平和な未来の創造についての新たな展示の場とする。
 　 ウ　リニューアルオープン　平成25年10月
　　エ　開館20周年記念式典の開催
　　オ　企画展3回、ギャラリー展1回実施

（３）事業効果
　　ア　来館者の安全確保、サービスの向上とコスト縮減及び平和資料館の円滑な運営が図られる。
　　イ　資料の調査収集と保全、展示内容の充実及び普及事業の推進を図ることができる。
　　　　また、展示事業を通して、県民の平和意識の高揚に資することができる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　指定管理者制度の導入(平成25年4月1日)

２　事業主体及び負担区分
（県10/10）

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
指定管理者制度導入に伴う減員(8人→5人)
9,500千円×5人＝47,500千円

要求額・審査額 使用料・手数料 財産収入 諸収入 県債 一般財源 前年との対比 過去の予算額 現計予算額

（一般財源）

決 98,260 132 11 58,000 40,117 69,728 22      25,925

(23,516) 28,532

うち一財

要 98,260 132 11 40,117 69,728 23      22,649

12 1,244

58,000

26,011 (20,172) 26,011

－県民生活部・Ｂ１４－

前 28,532 1,265

【審査の考え方】 

 平和資料館の利用者向けサービスの向上とコスト縮減を図るため、へ

の指定管理制度導入に伴う委託費及びリニューアル工事等の必要性を認

め、要求額を措置した。 


